
 

計画等の訂正について 

 

 加山興業株式会社から、前回までの当審査会議において説明した内容のうち、

以下の点について訂正の依頼がありました。 

 

１ 有害物質使用特定施設について （添付資料１参照） 

前回審査会議で、「土壌汚染関係で有害物質の使用がない場合には有害物質

使用特定施設にはならない」と回答しましたが、水質汚濁防止法に規定する有

害物質使用特定施設は、「有害物質を、その施設において製造し、使用し、又

は処理する特定施設」であり、「使用する」に限定したものではありませんで

した。新設炉においては有害物質を処理する計画であるため、「有害物質使用

特定施設」に該当することとなります。 

そのため、今回の計画に関して土壌汚染対策法及び県条例に基づく土壌汚染

調査等の義務はなく、調査も実施しませんが、今後は有害物質使用特定施設の

設置事業場としての位置付けとなりますので、900 ㎡以上の土地の形質の変更

をしようとする場合には、土壌汚染対策法及び県条例に基づく届出を行い、土

壌汚染状況調査の実施等について愛知県の土壌汚染担当課の指導に従ってま

いります。 

なお、既設炉については、有害物質を処理していないため、有害物質使用特

定施設には該当しません。 

また、前回の審査会の際に土壌汚染対策として緑地からの土壌汚染に気を付

けるようご意見をいただいたため、特定有害廃酸等を保管する保管庫を緑地と

接しないような配置としました。 

 

※添付資料１ 事業場内全体見取図 訂正前、訂正後 

 

２ 用水の取扱いの変更について（添付資料２参照） 

用水の取り扱いについて、当初の計画としては既設炉では地下水を、新設炉

では水道水を使用する計画でしたが、使用する箇所に応じて、地下水を軟水装

置で軟水化処理した水を使用する箇所と、地下水と水道水を混ぜた水を使用す

る箇所で分けることにしました。 

既設炉の訂正前は地下水を軟水装置で軟水化した水を乾溜ガス化炉での

ウォータージャケット及び冷却炉での排ガス冷却に使用、軟水化しない地下水

を急冷塔での排ガス急冷に使用する予定でした。新設炉の訂正前は、水道水を

水道水タンク（受水槽）で貯め、軟水装置で軟水化した水を乾溜ガス化炉、温

資料３ 



水炉、小型温水発電機での循環水として使用し、軟水化しない水道水を急冷塔

で使用する計画でした。 

これらを変更します。既設炉では、 

水道水を一度市水タンクで受け、それを地下水タンクへ送ります。（水道水

と地下水の混合になります。）これを用水タンクへ送り、乾溜ガス化炉、冷却

炉及び急冷塔で使用します。また、新設炉の急冷塔でも使用します。新設炉で

は、井戸水を地下水タンクへ送ります。（ここでは市水タンクより送られた市

水との混合になります。）これを軟水装置で軟水化し、乾溜ガス化炉及び温水

炉で使用します。 

軟水装置の目的は、カルシウム・マグネシウム等の除去とスケール対策です。

地下水を有効活用するため優先し、不足分を水道水で賄います。使用水量が多

くスケール対策が必要な新設炉の乾溜ガス化炉への供給水をメインと考え、そ

の供給ラインに軟水装置を設置するものといたしました。 

当該変更に係る平面図における機器類の配置につきまして、訂正前は既設炉

の建物の西側に「上：キュービクル、下：受水槽」としていたところを建物を

少し大きくし、用水タンク等のタンク類等として設置します。訂正後の図面の

北西の緑地に記載されている地下水タンクは既設のものです。 

また、当該修正により煙突、誘引ファン等の大気質、騒音等の発生源の位置

は変わらないため、生活環境影響調査における予測結果に変更はありません。 

 

※添付資料２ ①水の流れ  

②差替え図面一覧表及び図面 

 

３ 廃油の保管に関する維持管理基準への対応の変更について（添付資料３参

照） 

廃油の保管計画について、タンクを使用する旨の記載をしておりましたが、

タンクではなくドラム缶、一斗缶、ポリタンクでの保管をする計画であること

と防油堤ではなく漏洩防止用の受け皿を使用することから、文章を修正しまし

た。また、特定有害物質を処理する計画であることから、保管庫の基礎を地下

浸透しないよう「耐食・耐油性を有する基礎とする」旨文章を修正しました。 

 

※添付資料３ 産業廃棄物焼却施設の技術上の基準等に対する適合状況 
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添付資料１
（訂正後）
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添付資料２－２

図面番号

各図面の右下に
図面名称や図面番号が
記載されております。



設置許可申請書
訂正前





























設置許可申請書
訂正後




























